　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 

　※本講座は臨床心理士資格更新のための研修ワークショップとしての要件が満たされた場合、臨床心理士資格認定協会へ申請する予定です。


企画講師：　　　　埼玉医科大学非常勤講師　　　　　　菊池　道子
出講講師：１日目　創価大学教育学部教授　　　　　　　阿部　惠一郎
２日目　札幌学院大学人文学部教授　　　　　寺沢　英理子
【プログラム】　　　　　　　　　（講義の内容は多少変更される場合があります）
	日　程
	時　　間
	テ　ー　マ
	講　師（敬称略）

	２月19日

（土）
	1２:３０～17:00

３０分程度延長することがあります
（途中休憩あり）
	バウムテストの臨床的実際
　　前半：概説
後半：事例研究など
※開示できる画がある場合はご持参ください

テキスト：「樹木画テストの読み方」フェルナンデス著

 　　 阿部惠一郎訳　　金剛出版※
参考書：「バウムテスト活用マニュアル」 カスティーラ著

阿部惠一郎訳　　金剛出版※
	阿部　惠一郎

	２月20日

（日）
	10:00～12:00
	ワルテッグ法と再構成法の臨床的実践
●内容：「線」「刺激図形」という観点からの講義に加えて、ワルテッグ法を発展させた「ワルテッグ誘発線法」及び再構成法を演習形式で体験します。さらに描画法がサイコセラピーの中でどのように用いられているかということを事例を通して学びます。
●持ち物：極細-細のサインペン、色鉛筆（12-24色）、クレヨン（12-24色）、先の丸いハサミ、のり
	寺沢　英理子

	
	昼休み
	
	

	
	13:00～16:15
（途中休憩あり）
	
	


※バウムテストのテキスト・参考書は必須ではありません。
期　日	：２０１1年 ２月１９日（土）・２０日（日）


受講対象：臨床心理士・看護師・保健師・心理職・相談員等の方で、現場で既に描画法〔バウムテスト、ワルテッグ描画テスト〕を経験されている方を対象としています。


定　員	：２０名（定員になり次第締切りますのでホームページなどでご確認ください）


受講料	：２２,０００円（税込）※昼食は各自でお取りください


会　場	：明治安田こころの健康財団　８階講義室


東京都豊島区高田３－１９－１０ 電話：０３－３９８６－７０２１


（交通手段：ＪＲ山手線、西武新宿線、東京メトロ東西線　高田馬場駅より徒歩７分）
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描画法は、クライエントに簡単な絵を描いてもらう投映法の一つです。言語が主体でないため、一般成人はもちろん、幼児から老人、聾唖など言語障害のある人、日本語の話せない外国人、さらに、重篤な精神障害や知能障害を持つ人まで広い範囲に適用できます。クライエントへの負担や侵襲性が少なく、心理治療的な要素も含んでいます。簡便で非常に有用なアセスメントですが、その反面、検査者の印象や主観的な見方で安易に判定されてしまう危険性もあります。このように記号化や数量化の難しい非構造的テストこそ、系統的な理論と豊富な体験に基づいた体系的勉強の積み重ねが必要になります。


当講座では上級クラスを設けず、中級講座の内容をグレードアップしてゆき、実習や症例発表・討議など、日常の臨床現場での問題点を持ち寄った参加型の研修を行いますので、レベルは入門講座を修了し現場で既に実践している方が対象になります。特にリピーターを歓迎します。今回はおなじみの講師の先生方のご指導でバウムテストとワルテッグ描画法を実施いたします。さらなる実力の向上をめざし奮ってご参加ください。　　　　　　　（菊池　道子）




















　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（企画講師　菊池道子）








（講座No.10580）





心理臨床講座8








